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広告掲載のご案内

　平素より、賛助会員として本学会の活動を支えていただき、心から感謝申し上げます。

　さて、当学会では、学会運営の活性化を図るべく、会誌「基礎老化研究」の充実を進めて

おります。

　つきましては、賛助会員の皆様の広告掲載を積極的に行っていきたいと考えております。

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　広告掲載の要領は以下の通りとなります。

『基礎老化研究』（年３回）発行（全号掲載可）

広告原稿は doc. pdf. ppt. jpg. tif. 等のファイルで

下記の事務局までメールまたはCD-R 等の媒体でお送り下さいますようお願い申し上げま

す。

〒100-0003

東京都千代田区一ツ橋　1-1-1　パレスサイドビル9F　

（株）毎日学術フォーラム内（委託）

日本基礎老化学会事務局

TEL：03-6267-4550　　

FAX：03-6267-4555

E-mail：secretariat@jsbmg.jp

また、何かご質問等ございましたら、

メールにてご連絡いただけますよう重ねてお願い申し上げます。

今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

日本基礎老化学会事務局
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６．原稿の執筆に際して、本誌の執筆要領に従うこと。

執　筆　要　領
　原稿は全てワードプロセッサーを使用し、横書きで作成する（原稿はデジタルファイルで提出する）。１）第１頁には、
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よび写真は、PDF、PPT、TIFF、JPEG 形式等のデジタルファイルで提出する。オンライン版はカラー図も受け付ける。
冊子体への印刷は原則、白黒またはグレースケールで行うが、カラー希望の場合は著者の負担とする。図表の挿入部位は
本文中に示す。尚、本誌１ページは約 1,600 字に相当する。図の大きさを考慮して、全体の長さを調節すること。原稿（デ
ジタルファイル）は E-mail に添付して送付するか、USB 記憶媒体等で送ることができる。コンピュータファイルについ
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【特集企画】

基礎老化学会誌　企画書

日本基礎老化学会編集委員による座談会

　本誌第 49-1 号まで２号に渡り、AMED-CREST「全ライフコースを対象とした個体の機能低下
機構の解明」に参画された研究者の先生方から、若手研究者に向けたメッセージ性の強いミニレ
ビューを執筆していただきました。日本を代表する先生方の言葉は若手研究者のみならず、私を
含む全ての学会員に研究について今一度考える機会を与えて下さった気がします。そこで私たち
編集委員会にも何かできないかと考えた結果、今後の基礎老化研究の方向性や学会の未来につい
て語り合った内容をパネルディスカッションのようなかたちで皆様にお届けしたいと考えました。
内容をお読みになって「これは言い過ぎだ」とお感じになる先生もいらっしゃるかと存じますが、
私たち編集委員が本気で語り合った内容ですので、何卒ご容赦ください（全ての責任は、編集理
事である私が負います）。

　私が知る限り、編集委員が主役になる特集企画はこれが初めてだと思いますが、当学会誌の新
コンテンツとして受け止めていただけましたら幸甚に存じます。

日本基礎老化学会編集委員会 一同

－ 1 －





基礎老化研究 49（3）; 3－8, 2025

木村「本日はお忙しい中、リモート会議に参加していた
だきありがとうございます。
本日先生方とお話ししたいテーマは３点です。まず
は「基礎老化研究が今後どう発展していくか、どう
発展していくべきか」、２つ目は「選択と集中」、そ
して最後に「これからの基礎老化研究に必要なもの
は何か」について話し合いたいと思います。
その理由としては、私はもともと病理学ベースの研
究室出身で、しかも病気の研究をしてきた人間で
す。そういう人間からすると、時々老化研究の意義
がわからなくなる時があるんです。例えばもう数年
前の話になりますけど、アルツハイマー病の病変蛋
白質を過剰発現するトランスジェニックマウスの脳
から老化したニューロンをセノリシスで除去したら
認知機能が改善したという論文がトップジャーナル
に掲載されました。でもこれ、老化したニューロン
を除去したら、それだけで認知症になるんじゃない
の？っていう話でして、なんといいますか最近の基
礎老化研究が臨床現場とちょっと乖離していること
が多いなって感じることがあるんですよ。そういっ
た点について、普段先生方はどんな考えを持って研
究されていますか？基礎と臨床は別物だからそれは
それでいいんだっていう意見も全然ありだと思うの
ですが、それこそ今は細胞老化がものすごく注目さ
れてるじゃないですか。そういった基礎研究のトレ
ンドが今後どういう方向に進んだ方がいいのか、進
むべきなのかについてディスカッションしたいのが
１つ目のテーマです。
どうでしょう、順番は特に決まっていませんけど、
画面上で僕から見える１番左上が赤木先生だから赤
木先生から順番にお願いしてもよろしいでしょう
か？」

赤木「僕から行きますか？まあ、僕はハエの研究者じゃ
ないですか。
ですので、基礎老化の中でも基礎だと思うんですよ
ね。
やっぱり老化研究の向かうべき方向性としては、い
かに薬につなげるかとかサプリメント開発につなげ
るかだと思うんですが、基礎的なメカニズムをすっ
飛ばしてそこに行ったら危ないなとは思うんです
ね。」

木村「本当にその通りですね」
赤木「ですので、特にショウジョウバエとか、遺伝学が

きっちり使えるモデルを使って、無脊椎動物と脊椎
動物で共通かどうかというのは一旦置いておいてで
すが、メカニズムを明らかにする事は大事だと思っ
ています。ですので、僕としてはその基礎をしっか
り固めるっていうところが重要かなと考えてます。」

木村「研究の中身（結果）をきちんと検証できるかどう
かが大事だということですね。
いかがでしょう、他の先生方も皆さん、ざっくばら
んに発言してください。」

藤田「いいですか？」
木村「はい、どうぞ。」
藤田「僕も、その辺りのことはよく考えることなんです

けど。その自分がやっている研究が老化そのものの
研究なのか、老化から病気になるメカニズムの研究
なのか。
研究の最終目標はさっきも赤木先生がおっしゃった
みたいに、やっぱりいかに人の健康とかに役立つ
かっていうとこなんで、そこを目指すことは間違い
ないんですけども。それぞれの研究をしっかりやっ
ていくことも大事だし、それらを繋げていくことも
大事なのかなっていう。その中でも僕は基礎寄りな
ので老化がどういう状態にあるのかとか、何で老化
するのかっていうところを、突き詰めていかないと
いけないのかなって最近は思うところです。」

木村「そうですね。その辺りについて、他の先生方もい
かがでしょうか。
確かに、老化と病気は切り分けて考える事も大事だ
と思いますよね。」

多田「ちょうど今、藤田先生がおっしゃったように、老
化というのが病気なのか現象なのかについては私自
身も考えさせられています。また私もこれまで様々
な研究環境にいる中で、老化における基礎研究を継
続する環境を維持することの難しさを感じていま
す。特に、若い世代が多くいる大学では、老化への
関心が少ない状況です。
ただ、そういった中でも、老化を病気としてだけで
なく、現象として捉える視点を持つことで、他の分
野との接点も見い出せるのではないかと考えるよう
になりました。たとえば、現在所属しているスポー
ツ系の大学環境では、アスリートにおいても運動の
状態によって老化に類似した変化が起きるのではな
いかという視点で観察したりしています。そうした
観点からも、老化を病気として追求する研究ももち
ろん重要ですが、それと同時に、現象としての老化
に注目することで、より基礎的な理解が進み、さま
ざまな領域とつながりながら研究の発展性も広がっ
ていくのではないかと、最近強く感じているところ
です。」

木村「ありがとうございます。他の方はいかがでしょう
か？２つ目のテーマである「選択と集中」も研究の
方向性に関する話題ですので、そこと絡めて頂いて
も結構です。」

板倉「はい、えっと、私は以前再生医療に関する研究を
していて、より臨床に近くというか、治療にどうい
う風に活かせるかっていう研究を元々はやっていた
んですけれども、今は動物を使って基礎的な研究を
していまして、病気ではない状態の老化というもの
がどういうものかっていうのを調べています。
個人的には老化そのものの変化っていうのがすごく
大事で、基礎研究はとても大事だと思っています。
老化の状態からどういうタイミングとかどういう
きっかけで病気になるかっていうことに興味を持っ
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て研究を今してるという段階になります。
その自分の興味とか研究対象は基礎研究がメインな
んですけれども、現実として、その論文を書いた時
とかに、基礎研究の内容をまとめて、老化ではこう
いう変化がありました、という内容を出そうとする
と、じゃあ病気の時はどうですか、病態の細胞とか
動物はどうですか、と言われて弾かれることが非常
に多くて、実際やってることと、その、アウトプッ
トとして公表する時にどの程度まで必要かっていう
ことを考えると、どうしてもその先の治療とか、病
気のメカニズムとかに直結するようなものが世の中
として必要とされてるっていうのを実感していると
いうのが、最近の研究の印象です。」

木村「確かにその通りですね。橋本先生、どうぞお願い
します。」

橋本「今の議論に付随してですが、その境目というか、
単純に僕は基礎研究の理学部から研究に入っている
ので、実際に生体内で起こっている現象論だけを見
つけられれば、例え良い効果でも悪い効果でも全く
いいわけなのです。おそらく、先生方が言われた通
り、多くの病気のアンダーグラウンドには老化現象
が絡んでいるでしょう。しかし、必ずしもその老化
がいい方向か悪い方向か、健康の増悪に一方向にし
か寄与してないなんてことはないと思っているので
すよね。でも実際に何かの老化現象や細胞老化の現
象を見出した時に、じゃあその組織特有の疾病との
関連性とか、臨床と紐付けをしないと科研費の申請
書なんかも通りにくくなっていて。
だから例えば、自分の興味は臨床まで及ばなくて、
細胞レベルの現象や分子機構だけ見出したかったと
しても、結局予算を取ってちゃんと研究するために
は背伸びしてでもその先のものと関連付けて誰もが
納得するようなストーリーで書かなければいけな
い。これも現代の科学者としては最低限のことだと
は思うのですが、本当にその背伸びが必要かなって
いうのは少し感じています。でも、そうしないと予
算が取りにくいのが現状です。」

木村「確かに、それは大いに感じますね。僕は大学院を
出てからずっと厚生労働省系の研究機関で研究を
してきて、今回約 19 年ぶりに獣医学の世界に戻っ
てきたんですけど、僕が学生の頃は大学の獣医学領
域って、動物の病気の研究をしている人が主体だっ
たんです。で、僕自身は学生時代からアルツハイ
マー病研究をやっていたから「お前は何をやってる
んだ？」ってよく言われていたんですけど（苦笑）、
今や獣医学領域でも人間の病気の研究をしている研
究者の方が多いと感じます。結局、それをやらない
と研究費が取れない時代なんだろうと感じます。逆
に、僕は大学に戻ってきたから人一倍基礎研究がし
たくてしょうがなくて、ある意味時代に逆行してし
まっているんですが（笑）、橋本先生が仰ったように、
多少無理矢理にでも臨床や現実社会との紐付けが必
要なんだと本当にそう思いますね。でも、それが本

当にいいことなのかどうか。これは自分の発言への
アンチテーゼみたいになってしまいますが、ずっと
病気の研究してきた人間からすると基礎研究ほど面
白いことはなくて。何の制約もなく、自分が知りた
い生命現象の謎にフォーカスできるっていうのは、
すごく幸せなことだと思うんですよね。
これは次のテーマと被ってしまいますが、今は社会
や時代が求める研究テーマに無理やりにでも寄せて
かないと研究そのものができなくなっている時代な
んでしょうね。これがこのまま続いていくのか、あ
るいはまた何か変化が起こるのかは、ちょっと分か
らないんですけど。

橋本「あの、私は細胞老化研究を今も続けているのです
けれど、結局、細胞老化が無駄に溜まっていくこと
はあまり良くないから、生体内から除去すれば大体
何かの表現型は改善するのですよね。ま、それはそ
うなのですけど、細胞老化は生体に必要な仕事もし
ているので、例えば細胞老化現象をなくしたらその
時点でガンだらけになってしまうわけだし、細胞老
化も創傷治癒とかの良い仕事をしているというのも
あるのですよね。ところが老化細胞を除去するって
いうセノリティクスが流行って、セノリティクス薬
のスクリーニングや探索が大規模にやられたじゃな
いですか。だけれどやっぱり、なんだろうな、僕が
言いたいのはその予算を取る時に、細胞老化を取り
除けば健康になるという謳い文句をやはり言わない
とお金が取れなかったと。実際に論文報告で脚光を
浴びたのは、認知症が改善する、肺が改善する、腎
臓が改善するなど、何でもかんでも改善するという
報告ばかりだったのですよね。」

木村「はい。」
橋本「で、僕はそれに乗っかった 1 人で、それが一番売

りの論文だから、僕が言うのもなんだけれど、多少
の違和感があったのですよ。で、最近また細胞老化
が関与する研究を進めている中で、前回の論文まで
は健康に良いという方向で思っていたものが、実は
発がんにも寄与しているという健康増進という観点
で真逆の結果を得た時には、論文化に苦労しました。
それはそうですよね。自分で売りにしていた謳い文
句とは逆なのですから。健康に良いか悪いかの方向
性がわかりやすいので、健康への効果が逆なだけで
あって、実は分子メカニズムは同じであっても、矛
盾したことを言っているという風に認識されるので
しょうね。」

木村「なるほど。」
橋本「うん。だから予算申請の際は、健康に良くなる研

究テーマではお金が取りやすいけど悪くなる研究
テーマでは取りにくいと。この現状が科学の発展と
いうか、この基礎老化研究を停滞させている要因の
１つかなと思っています。」

木村「そうですね。今、橋本先生が仰ったことがまさに
選択と集中なのかも知れませんね。僕たち自身が、
その方向性を選択してしまっているというね。」



橋本「研究者として生き残る選択肢がそっちしかない状
態で、疑問は抱いていても行くしかないですよね、
僕らも。」

木村「そうですよね。」
橋本「で、研究課題を採択する側も仕方ないと思うので

すよ。だって人間の健康に関与しないとする研究と、
健康に関与する研究を横並びにしたら、必ず健康に
関与する研究テーマを採択するに決まっている。国
民の大切な予算をかけるなら。だから僕の主張はあ
る意味矛盾していて、全部の構造上仕方のないこと
なのですよ。だけど研究者として頭の隅に何かが
引っかかっているっていうのがあります」。

木村「本当にそうだと思いますね。私がこれまで続けて
きたアルツハイマー病研究もまた、その典型例です
よね。病気の原因は Aβだけじゃないって言いつ
つも、Aβに関する研究ばかりがクローズアップさ
れてきたわけで。そして、僕もその１人ですけど。」

橋本「誰にも止められない流れというか、仮に個人レベ
ルでは違うと思っていても同じ方向を向かなきゃい
けない空気感というか、それが出来上がっちゃって
るんですよね。それがちょっと辛い。」

木村「そうですね、そういう空気感をもう少しフラット
な形に持っていけないかなぁと思うのですが、僕な
んかは実力も実績もないから何もできない。今大学
にいて若い世代を指導していると、この子たちには
そういう変なバイアスは感じて欲しくないなってい
う思いがとても強いんですよ。」

多田「教育は本当に大切だと思うので、若い人たちには
授業だったり公開講座等を通して、啓蒙していく必
要が学会としても必要なのかなとは思います。

木村＆橋本「そうですよね。」

木村「では最後のテーマに進みますが、これからの基礎
老化研究に必要なものは何だろう？　　
僕ももう今年で 50 歳になるので、自分の次の世代
のことを考えていかないといけない年になりまし
た。今は国立大でもほとんど若者が大学院に行かな
い時代じゃないですか。そんな時代に、どうやって
研究することそのものを面白いと思ってもらえるの
かとか、やりがいというか、その辺をどう考えてい
くかですよね。どうでしょうか。
例えば東京都健康長寿医療センターだと、大学院生
は来られますか？」

板倉「うちのラボには今年３人、修士がいます。珍しい
と思いますけど、センターの中には院生の学生さん
はいる方だと思います」

木村「やっぱり東京だからかな。地方の研究所だと全然
大学院生が来てくれないんですよね」

板倉「私たちの研究室は再生医療とか幹細胞もやってい
るグループなのでそこに惹かれてやって来るイメージ
が強いです。実際は老化をメインでやるんですけど。」

木村「再生も含め、発生と老化って意外とリンクしてい
るものが多いじゃないですか。私は専門家ではあり

ませんが、神経細胞の発生期に動く JNK だったか
な？最初はデスシグナルとして有名なシグナル因子
だったんですが、発生期では軸索伸長に関わってい
るという報告がトップジャーナルに載っていて、同
じ分子なのに時期によって働きが全然異なるいうこ
とを知ってすごく面白いと感じました。
再生・発生と老化は表裏一体というか、互いに繋がっ
ている部分が多いと思います。そこから新しい老化
研究の扉を開いてくれる可能性は十分にあると思い
ますね。」

板倉「はい。」
赤木「僕はもともと発生の人間なんですよ。発生生物学

会は学生の時のメインの学会でした。やっぱり発生
で起こることとか、発生で重要な因子が老化でも同
じように重要な役割をするし、その逆もある。発生
生物学の視点は、老化研究にとって非常に大事だと
思っています。若手の育成という観点で考えると、
発生生物学会って学生にとってめちゃくちゃいい学
会だと思います。僕はあの学会に育ててもらった
なっていう感覚がありますね。やっぱり基礎研究の
先生たちがたくさんいて、モデル生物だけど、ヒド
ラやプラナリア、色々な魚類とか当然マウスも含め
て色んなモデルを扱う先生たちがいました。理学部
が多いんですが、そういう人たちって自分がサイエ
ンスを楽しんでいる人たちなんですよね。そういう
先生たちが学会でアツい議論をしたりとか、その先
生たちに育てられた若手が発表したりするので、そ
の学会の場に行くことですごい刺激をもらったなっ
ていう印象があります。基礎老化学会も若手をそう
いう風に育てられるといいかなと思いますね。」

木村「そうですね。具体的には発生生物学会だと若手だ
けが発表する場があったりするの？」

赤木「僕が行っていた時は特に若手だけが発表する場は
なかったんですが、基本的にほとんど若手の学生が
発表していましたね。」

木村「なるほどね。私が入っている神経化学会は、昔か
ら「若手道場」と言って若手研究者だけがプレゼ
ンをして座長もするっていうコーナーがあります。
オーラルで質疑含めて一人 20 分もらえるので、若
手研究者にとってすごくいい経験になるんですよ。
ただ、最近残念なのは学会員数の減少に伴い、若手
の数も少なくなっているんです。もっと若い方に学
会に入ってもらう努力が必要ですね。基礎老化学会
も優秀発表賞はありますが、若手だけのセッション
やシンポジウムをやるなど、企画面でも色々と考え
ていく必要がありますね。」

橋本「基礎老化学会は、むしろ若手を何人も選出してい
るので表彰で言ったら割合は多い方だと思う。大人
側が子供たちを迎える準備としては、結構行き届い
ていると思う。
ただ、結局私が最初に発表した日本遺伝学会とかだ
と卒研生と院生がほとんどで、修士までの学生が１
－３年間の研究を必ずみんな発表するって感じなん
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ですが、先生たちは後ろでニコニコしながら見てい
る感じで、それで育てられたし、学生はみなそれで
育ったと思う。学生たちは自分で自分の研究をまと
めてスライド作って、先生たちもそれを見守ってダ
メ出ししながら励まして、その内容を面白いと思っ
た学生たちが何人かでも博士になっていまにいたっ
たりするので、本当にそういう学会に育てられたと
いう実感がある。」

木村「そうですね。」
橋本「絶対数が少ないなって思います。」
木村「そこは私たちが頑張らなきゃいけないところかも

ね」
橋本「仕方ないなと思ったのは、私はバクテリアなど

扱っているのが菌で培養すれば次の日には増えてい
る。でも、老化の研究って本当に辛くて、マウスで
すら一生懸命１年齢とかまで育てて、老化って言っ
て１年齢を出すと老齢マウスの中ではまだアダルト
にはなりきっていないって、老齢ではないってレ
ビュアーとかに言われて、いつならよいのかって聞
くと２年３年って言われて、２年待たなきゃいけな
いしマウスの数揃えるだけでも大変で１回止めたら
実験がだめになってしまうし、そんなの学生が１－
３年のスパンで老化研究をやれるわけがない。私た
ちも３年の任期中に結果を出すことはとてもつらい
ことだったりする。なのでしょうがないかなと思う。
だからどうしたらよいかと考えてしまう。」

木村「確かに。実際問題、やりたいと思ってくれる子は
いるんだろうけど、彼らにもタイムリミットはある
わけでそこは難しいですね。」

橋本「そうですね。だから分野としてとてもそれだけ難
しい分野なのかなと思っていて、だから問題点も
色々あるけど仕方ないと思った。だけど仕方がない
と言ってこのまま衰退していくのはだめだから何か
しら手を打たなきゃいけないけど相当難しいテーマ
なんだなと。」

木村「ちなみに、赤木さんに聞きたいんですけど、発生
生物学会って規模は結構大きいんですか。」

赤木「学会員が何名かは今わからないですけど、そんな
に大きい学会ではないですよ。」

木村「思ったんだけど、そういうところとジョイントし
てはどうかな。発生と老化とたとえばそれぞれの学
会の企画テーマでシンポジウムを１つずつもって交
流して老化研究が発生に行ってもいいし発生研究し
ている人がこっちも面白そうって老化に来てもらっ
てもいいと思う。例えば、神経化学会はよく神経科
学会や神経回路学会、精神神経学会等との合同大会
を開催しています。赤木先生の話を聞いていると発
生生物学会の方々とは同じ目線でサイエンスを語れ
るんじゃないかという気がしますので、基礎老化学
会との合同開催というのもありなんじゃないかと思
います。」　

多田「共通する１つの現象について発生側と老化側から
見ていくのも良いと思います。この前、生理学・薬

理学・解剖学の合同学会が開催されたのですが、た
とえば心臓の伝導系というテーマ一つとっても、そ
れぞれの分野の専門家が語ることで、まったく違う
側面が見えてきて、面白かったですね。」

木村「それは面白そうですね。」
多田「たとえば１つのシグナルとかをテーマにしてもい

いと思うんですけど、それを発生側と老化側、両方
の視点から語ってもらうと、また面白い展開になる
んじゃないかと思います。」

木村「それは是非やってみたいですね。
今回この対談が 49-3 号の特集企画になりますけど、
次の 50 号から通常の特集号が復帰するじゃないで
すか。以前自分で「発生」をテーマに特集号を企画
した記憶があるんですけど、あの時は所属学会を意
識せずにお願いしたので、それこそ発生生物学会の
先生にお願いして書いてもらうとか、若手でもいい
し、再生医療の先生に書いてもらうのでもいいし、
他学会とのジョイント企画とかもありかなと思いま
した。
私もそうだけど、先生方も入っている学会は基礎老
化学会だけじゃないですよね。他学会の先生に「基
礎老化にもちょっと来てよ」ってうまくアピールし
たらそういうジョイントシンポジウムとかの機会も
増えてくるんじゃないかな。相手の先生にもこの学
会が面白いと思ってもらえるような努力をすること
が必要最低条件ですが。　
結局今は日本全体として、子供が減る＝若手が減る
時代だから次世代の研究者を奪い合うんじゃなくて
全員で一緒に育てあうみたいな方向に行くべきじゃ
ないかなと思う。そういう意味では、今日いいヒン
トをもらったなと思います。次の特集企画も含めて。
これがある意味、時代が定めた選択と集中にうまく
乗っかって生き残っていく方法かもしれない。例え
ばエイジングよりアンチエイジングが流行っている
んだったら、アンチエイジングの人を取り込めばい
い。いろんな意見があっていいと思うし、そういう
方向でうまく生き残っていきたいですね。
その他どうでしょう？いい感じに方向が決まってき
たんじゃないですか？」

石井「オーディエンスのつもりでずっと伺ってたんです
けど、コメントさせてもらっていいですか？」

木村「はい、ぜひぜひお願いします。」
石井「皆さんのお話、大変現実的で、すごく、勉強にな

りました。私は、日本基礎老化学会の会員になって、
25 年以上になります。
学会を発足された先生方の活動から世代交代を繰り
返して、私でおおよそ３代目になるかと思うんです
が、その間に皆さんの議題に上がっていた研究と若
手育成という面では、どの年代でも頭を悩ませてト
ライアンドエラーでやってこられたのを見聞きして
きました。そこで、それぞれの面からこれまでの経
緯も踏まえてちょっとコメントさせていただきたい
なと思います。



まずは研究面からですが、基礎老化研究っていう分
野において、フォーカスされている多くが老化のモ
デル研究の成果かと思うんですね。基礎研究の対象
としてヒトを対象とするわけにいかないから、将来
的には人に役立てるっていう思いがあってのモデル
研究なんです。動物を使う、細菌を使う、そういっ
たことで、その対象とする動物と人との普遍性、共
通性を 1 点だけ見つめて、これまで、ずっと研究が
発展してきたと思うんです。
で、1 番、基礎老化研究を飛躍させたのが遺伝子だっ
たんです。長寿遺伝子、あるいは短寿命遺伝子。こ
れらが発見されて、ヒトもモデル動物にも共通性が
ある、普遍性がすごく高いと。だからモデル研究の
価値はすごいあるという風に注目を浴びた。
でも科学が進歩するに従って、その共通性とか普遍
性って１点だけ見つめてるんじゃダメなんですよ
ね。」

木村「はい。」
石井「多面的に捉えて、どこが普遍的なのか。どこが普

遍的じゃないのか。それを包括した中で研究成果を
発表できてる人たちは、やっぱり脚光を浴びてる。
で、今特に、それを確かめるためにモデル動物だけ
じゃなくて、最終的にはヒトを対象とした成果まで
結びつけてると、よりいいっていう考え方なんです
が。でも人を対象とした研究ってやっぱり基礎の研
究者では難しいじゃないですか。」

木村「はい。」
石井「で、まあ、僕がちょっと提案したいなと思ってい

るのは、ヒトと我々が対象としてるモデル動物の共
通性と非共通性をAIを使って包括的にサーチして、
モデル化する。我々はあくまで普遍性をフォーカス
して研究始めるじゃないですか。
で、結果が出たら、あ、それはもう老化の成果なん
だって単純に捉えて報告しちゃうんだけれども、そ
うじゃなくて。もっと多面的に見て、普遍的じゃな
い部分からアプローチしたら本当にそういう結果が
得られるのかどうかっていう、アプローチも必要か
なって。これまでのモデル研究は一極集中、これか
らは 1 点集中ではないようなアプローチが必要か
な。と思っています。そのためには、研究者の知識
は各位偏ってるから、包括的に各位が考えるのは難
しいので、AI を使うアプローチがあると良いのか
なって思います。」

木村「そうですね。」
石井「コンピューターサイエンスでこれまでのアプロー

チを、振り返ってみる。っていう機会が必要なんじゃ
ないかなっていう風に感じていました。これが研究
面での私からのコメントです。
次に、若手の面ですね。皆さん、若手に参加しても
らうための企画の話をされていましたけれども、こ
の、今やられてる編集委員会のこの座談会。これに
若手を加えるっていう企画はどうかなって思いまし
た。すごくメリットがあるんじゃないかなと。例え

ば、今リモートでこうやってできるので」
木村「なるほど。」
石井「勤務時間終わった後に、もうそれぞれが食事なり

飲み物なり用意して、リモートで、今日は、基礎老
化研究のこの動物モデルについて考えましょうと
か。でもそういったことを若手だけでやろうとする
と難しいので、中堅の編集委員会のメンバーが１人
若手を連れてくる、で、若手で話し合ってもらう。
最初は、中堅の人間がリードする。リードした後は
もう若手でやってもらう。で、中堅はオーディエ
ンスみたいな形で参加する。それを文字に上げて、
ジャーナルに載せる。そうすると若手の宣伝にもな
りますよね。」

木村「はい。」
石井「若手の輪も広がると思うんですよ。学会に参加し

た時に、あ、こんにちは。あの時はどうも。ってい
う話がこう頻繁に続くと思うので。
年に３号発刊している基礎老化研究誌のうち１号が
大会要旨集なので、残りの２号を使って掲載する。
あるいは年に２回の座談会じゃなくて、短い時間の
座談会を何回かやっておいて、１号に４節とか、５
節載せるという形式もありかな。なんて思ってしま
いました。
総説は非学会員の著者、会員の著者の業績を見込め
るものとして、載せるのもいいんですけれども、業
績を必要としてる中堅・若手の先生方にもっと総説
を書いてもらうという、ちょっと、また方向性を変
えてみるのもいいのかなっていう風な感じがしま
す。そうすると若手、中堅のための学会誌が成立す
るっていう風にも思うんですよね。これまでの総
説って勉強のためのものだったじゃないですか。」

木村「そうですね。」
石井「周りの研究の流行を先取りするみたいな、そう

いった意味合いがあって総説集を組んできた訳です
けれど、今度、若手を中心とした座談会を文字起こ
しして、若手の宣伝の機会にするとか。中堅・若手
のための業績集のための総説集にするとか。ってい
う案もいいのかなって思います。
で、最後もう１点は、木村先生が最後にお話したア
ンチエイジング。抗加齢医学会の話なんですけれど
も、是非とも交流したいですね。今、日本抗加齢医
学会の評議員とか理事の先生方に、基礎老化学会の
メンバーが結構いらっしゃるんですよね。名誉会員
にもなられている先生方もいらっしゃいますし。な
ので、そういった伝手を使ってアプローチしても
らってちょっとやってみるっていうのは 1 ついい手
かなと。」

木村「それはすごくいいと思いますね。若手中心のミー
ティングも非常に良い案だと思います。」

石井「それを編集委員会で組まれてみたらいいと思うん
ですよね。座談会っていう記事を企画して。２ヶ
月に１回でもやると、１号に３話ずつ載せられる
わけじゃないですか。で、その度に若手の CV とか
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を起こしたりすれば、若手間の交流だけじゃなくて
流動も生まれると思うんですよ。こういった研究で
ちょっと派遣出向させたいとか、教わってきたいと
かっていう機会も生まれていいのかなっていう風に
思いますね。まあ、ボスがいてこその話ですけれど
も。」

木村「でも確かに、若い世代を巻き込んでいきたいです
よね。仰る通り、リモートだったら可能ですよね。
この座談会も今、僕が愛媛にいて、橋本先生は北海
道にいても全然繋がれますからね。

橋本「そうですね。」
木村「今自分がやっている研究トピックをテーマに

ちょっと喋りましょうみたいな企画もありかもしれ
ませんね。編集委員それぞれの負担も考えなきゃい
けないですけど、そういう若手込みのイベントを１
回やってみたいですね。この画面が 30 ～ 40 人で埋
まってもいいと思うので。」

石井「１人推薦するっていうのもありじゃないですか？
編集委員が１人若手を推薦して、声かけて。例えば、
編集委員が全員毎度参加するのは負担って思われる
のであれば、４人ずつ組んで。で、それぞれの推薦
の若手のメンバーが１人ずつ加わって、それで８人
ですよね。似たような研究テーマを持ってる人たち
の集まりでやるとか、全く違ったテーマでやってい
る人たちで集まってみるのも、いいのかなって思い
ます。」

木村「そうですね。さて、ちょうど残り７分ぐらいです
けど、先生方他に何かありますか？これだけは言っ
ときたいとか。あ、どうぞ。どうぞどうぞ。」

澁谷「今回、初めて座談会に参加させていただいて、皆
さんのお話を聞きながら発言のタイミングを探って
いたんですけど、やっぱりこういう場に出ると、自
分の研究を今後どう進めていくかを考える、すごく
いいきっかけになりますね。とても刺激的で有意義
な時間だったなと感じました。
それから、先ほど話題にも上がっていましたが、私
も老化モデルとして遺伝子欠損マウスを使うことが
あるんです。ただ、どうしても「ちょっと特殊なモ
デルだよね」という評価を受けることもあって、そ
のあたりは悩ましい部分です。でも、そういうモデ
ルだからこそ見えてくる現象や、得られる知見もあ
ると思っていて、研究の切り口としてはすごく面白
いものだと感じています。その有用性をちゃんと伝
えていけるように、普段の発信の仕方にももう少し
工夫が必要かなって思っています」

木村「ありがとうございます。さて、残り５分ですけど、
先生方もお忙しいと思うのでここで終わりにしよう
かなと思います。、じゃあ、６月の大会でお会いで
きたら宜しくお願いいたします。本日はお忙しいと
ころ、本当にありがとうございました。」

一同「ありがとうございました。またよろしくお願いし
ます。」



　この度は、第 48 回日本基礎老化学会大会において、
学生優秀賞に選出していただき、誠にありがとうござい
ます。大会長である堀田先生をはじめ、大会関係者の皆
さまに感謝申し上げます。
　これからも、本賞を励みに、より一層研究に精進して
まいりたいと思いますので、今後ともご指導ご鞭撻のほ
どよろしくお願い申し上げます。記念文の寄稿にあたり、
自己紹介および研究内容を記載させていただきます。

【自己紹介】
　私は、熊本大学大学院 薬学教育部 遺伝子機能応用
学分野に所属し、甲斐広文教授、首藤剛准教授、Mary 
Ann Suico 助教のもとで、アミロイドーシスに対する新
規治療薬開発を目指して研究を行ってきました。研究を進
める中で、患者と同様の表現型を示すATTRアミロイドー
シスモデルマウスが存在せず、候補化合物のin vivo 評
価ができないという課題に直面しました。そこで、短期
間で評価が可能であり、かつ個体レベルでの生理的変化
を捉えることのできるC.elegans に着目し、新たな薬効
評価系の構築に尽力してきました。現在は、その過程で
培った線虫の寿命・健康寿命評価技術を応用し、大学発
ベンチャーである株式会社 C-HAS プラスのインターン
生としても活動しており、社会実装に向けた視点を醸成
しています。

【研究内容】
Ⅰ．背景・目的
　ATTR アミロイドーシスとは、血清タンパク質の
トランスサイレチン（TTR）がアミロイド線維を形成

し、全身臓器に沈着することで機能不全を呈する疾患で
す。四量体の TTR が遺伝または加齢により単量体へと
解離することが原因で発症し、遺伝性 ATTRv・老人性
ATTRwt アミロイドーシスの２つに大別されます。特
に後者は早期発見が困難で、診断時にはアミロイド沈着
が進行している患者が多く存在します。そこで、既に沈
着したアミロイドを標的とした新規治療薬の開発を企図
し、アミロイド溶解作用を有する「アミロイドブレー
カー」の同定及び有用性評価を目的としました。

Ⅱ．結果
　in vitro で TTRアミロイドを形成させたのち、熊本大
学オリジナル天然物バンク約 1,500 種類の植物エキスを
処理して 24 時間後にアミロイド形成率を評価しました。
その結果、高いブレイク活性を有するザクロ葉・枝抽出
物を見出し、その活性責任物質として 1,2,3,4,6-penta-O-
galloyl-β-glucose（PGG）の同定に成功しました。本化合
物は遺伝性 ATTRv および老人性 ATTRwt の両方にブ
レイク活性を有することを明らかにしました。
　また、PGG がグルコースにガロイル基が 5 つ付加し
た構造であることを鑑み、各種類縁体について評価した
結果、付加数依存的なブレイク活性が認められ、TTR
アミロイドブレイクに重要とされる構造学的知見を明ら
かにしました。
　次にin vivo での薬効評価を目的に、実験動物の一つ
であるC.elegans（線虫）にヒト TTR を発現させた TTR
トランスジェニック線虫（TTR Tg 線虫）を用いました。
本モデルに PGG を処理した結果、in vitro 同様に線虫
体内の TTR 凝集体を減少させ、さらには寿命や健康寿
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命をも延伸することを明らかにしました。
　最後に、ATTR アミロイドーシス患者の剖検組織よ
り抽出したアミロイド線維を用いたex vivo 評価を実施
しました。その結果、PGG はヒトのアミロイド線維に
対してもブレイク活性を有することを明らかにし、臨床
応用への可能性が示唆されました。

Ⅲ．結論
　以上，本研究は ATTR アミロイドーシスの新規治療
薬としてアミロイドブレーカーの可能性を強調するもの
であり、進行した病期におけるアンメット・メディカル・
ニーズに対応する有望なアプローチを提供するものだと
考えます。

Ⅳ．今後の展望
　PGG が TTR アミロイド線維をブレイクする作用機序
解明を目的に、クライオ電子顕微鏡を用いたタンパク質
の構造解析に挑戦したいと考えています。PGG は優れ
たブレイク活性を有する一方で、体内で加水分解を受け
る可能性や、他のタンパク質との非特異的相互作用が懸
念されます。 そこで、PGG と TTR アミロイド線維の
結合部位を同定し、アミロイドブレイクに関与する重要
部位を明らかにすることで、高い安全性と特異性を有す
る新規 TTR アミロイドブレーカーの開発に貢献したい
と考えています。
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ビタミン C が表皮角化細胞の分化に及ぼす影響
Effect of vitamin C on the differentiation of epidermal 
keratinocytes

樋渡結依
東京都立大学 理学研究科 生命科学専攻 博士前期課程２
年

　このたびは、第 48 回日本基礎老化学会大会において
「学生優秀発表賞」という栄誉ある賞を頂戴し、心より
感謝申し上げます。大会長の堀田晴美先生をはじめ、大
会運営に携わられたすべての皆様に、深く御礼申し上げ
ます。また、日頃よりご指導をいただいております石神
昭人先生をはじめ、研究室の皆様の温かいご支援があっ
てこそ、今回の受賞につながったと感じております。本
当にありがとうございました。
　私は、大学時代にヒト表皮角層の状態が 20 代と 50 代
で大きく異なり、加齢に伴い角層が脆弱化することを知
り、老化に関して興味を持ちました。そして、直接的な
表皮へのアプローチから表皮の健康状態を保ち、老化を
制御したいと考えるようになりました。化粧品等に近年
多く配合されているビタミン C に着目し、現在はビタ
ミン C が表皮角化細胞の分化に及ぼす影響に関して研
究を進めています。

【研究内容】
　表皮は、基底層に存在する表皮角化細胞（ケラチノサ
イト）が増殖・分化し、上方向に押し上げられ有棘層、
顆粒層、角層を構成します（図１）。最外層にあたる角
層は表皮バリア機能や水分保持機能を有し、これらの機
能維持には正常な表皮構造の構築が大切です。角層部分
はコーニファイドエンベロープに包まれた角質細胞とそ
の間を埋める細胞間脂質で構成されています。また、ビ
タミン C（L-アスコルビン酸）は、活性酸素種を消去し
コラーゲン重合を促進するなど、多様な効果を期待して
多くの化粧品に配合されています。これまでに当研究室
では、コーニファイドエンベロープの形成に必須なタン
パク質がビタミン C（VC）によりエピジェネティクス
な制御を受けていること［1］、VC が長期的に欠乏すると
表皮全体が萎縮することを明らかにしました［2］（図２）。
しかし、詳細なメカニズムは明らかではありません。そ
こで本研究では、VC の有（＋）無（−）が角化関連遺
伝子の発現に及ぼす影響を調べました。
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35-2 Sakaemachi, Itabashi-ku, Tokyo
TEL：03-3964-3241　内線 4304
FAX：03-3579-4776
E-mail：onpuzuki@yahoo.co.jp

【第 48 回日本基礎老化学会大会　学生優秀発表賞受賞記念文】

第 48 回日本基礎老化学会大会 学生優秀発表賞を受賞して

樋渡　結依 1，2

1 東京都健康長寿医療センター研究所 分子老化制御
2 東京都立大学 理学研究科 生命科学専攻

Yui Hiwatashi1，2

1．Tokyo Metropolitan Institute for Geriatrics and Gerontology, Molecular Regulation of Aging
2．Tokyo Metropolitan University, Graduate School of Science, Department of Life Science

図１　表皮構造
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　その結果、VC（＋）では各層の遺伝子発現が段階的
に起こりますが、VC（−）では各層の遺伝子発現が段
階的に起こらず、不規則になっていることが示唆されま
した（図３）。今後はヘマトキシリン・エオシン（HE）
染色や免疫染色を用いて、組織学的に層構造を観察し、
本実験で示唆された異常な角化に関して、明らかにして
いきたいと考えています。

　最後に、改めて日頃よりご指導いただいております石
神昭人先生をはじめ、研究室の皆様に心からお礼申し上
げます。今回の受賞を励みに、今後とも研究に真摯に取
り組み、老化制御の発展に貢献できるよう努力してまい
ります。本当にありがとうございました。

引用文献
1．	 Sato Y, Sato A, Florence, et al . Vitamin C 

Promotes Epidermal Proliferation by Promoting 
DNA Demethylation of Proliferation-Related 
Genes in Human Epidermal Equivalents. J Invest 
Dermatol, 2025.

2．	 Sato Y, Arai KY, Nishiyama T, et al. Ascorbic 
acid deficiency leads to epidermal atrophy and 
UVB-induced skin pigmentation in SMP30/GNL 
knockout hairless mice. J Invest Dermatol 132（8），
2112-5, 2012.

図３　VC（＋）と VC（－）の比較

図２　VC による影響
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　この度は第 48 回日本基礎老化学会大会において学生
優秀発表賞に選出していただき、誠にありがとうござい
ます。大会長である堀田晴美先生をはじめ、大会関係者
の皆様に御礼申し上げます。
　私は、大学への進学を考える中で、コロナ禍という未
曽有の事態を経験し、医療や薬学分野の重要性を改めて
強く認識しました。この経験をきっかけに、薬学分野に
対する関心が高まり、健康や福祉の向上に寄与できるよ
うな職務に就きたいという思いを抱くようになりまし
た。とりわけ病気になる前段階、すなわち健康と病気の
中間の状態を指す未病に興味を持つようになり、学部３
年生からは、和漢医薬総合研究所未病分野に所属し、ショ
ウジョウバエを用いた老化研究を行っています。
　本大会では、肥満や糖尿病をはじめとした代謝性疾患
の発症予防法の一つとして注目される食餌制限（Dietary 
restriction：DR）における性差に着目した研究を発表さ
せていただきました。
　食餌制限は、多くの動物種において寿命を延伸するこ
とが知られていますが、その効果には性差があることが
報告されています。また、ヒトの脂質代謝にも性別によ
る違いがあることが知られています。そこで私たちは、
キイロショウジョウバエを用いて脂質代謝における性差
と食餌制限との相関関係を明らかにするため研究を行っ
ています。ショウジョウバエに通常食およびタンパク質
源を減らした食餌制限食を給餌し、脂肪滴染色を行った
ところ、脂肪の吸収・分解・合成にかかわる腸管におい

て DR による脂肪滴蓄積に顕著な性差があることを明ら
かにしました。そこで性決定遺伝子であるtransformer

（tra）に着目し、腸細胞特異的なtra ノックダウンによ
り腸細胞のみを性転換させたところ、脂肪滴の蓄積にお
ける性差が消失することを見出しました。さらに、そ
れらの個体では、DR で観察される飢餓耐性の性差も部
分的にキャンセルされる現象が観察されました。また、
トリグリセリドリパーゼ ATGL のショウジョウバエホ
モログであるBrummer の局在にも DR による影響に加
え、性差があることが観察されました。これらの結果は、
DR における腸管の脂質代謝の性差には性決定遺伝子や
Brummer が関与し、それらが全身性の DR 応答にも寄
与していることを示唆しています。今後は DR の効果に
おける性差についてさらに解明するため、性決定遺伝子
の下流や脂質代謝経路について解析を進めていきたいと
考えています。
　このようにショウジョウバエを用いて脂質代謝や食餌
制限における性差のメカニズムを解明することは、ヒト
における脂質代謝の性差の解明につながると考えていま
す。この研究で得られた知見を、将来的に人々の健康や
福祉の向上に活かすことを目指し、本研究をより良いも
のにしていきたいと思います。最後に、日頃よりご指導
くださっている先生方ならびに研究室の皆様に心より御
礼申し上げます。今回の受賞を励みに、より一層精進し
て参ります。ありがとうございました。

【第 48 回日本基礎老化学会大会　学生優秀発表賞受賞記念文】

第 48 回日本基礎老化学会大会　学生優秀発表賞を受賞して

薬師寺　芽生

富山大学薬学部薬学科　和漢医薬学総合研究所　未病分野
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世話人 木村展之（岡山理科大学・
獣医保健看護学科・実験動物管理講座）

牟礼佳苗先生（和歌山県立医科大学・医学部・公衆衛生学講座）
フレイルバイオマーカーの開発研究

吉野祐太先生（愛媛大学附属病院・精神科）
精神症状がフレイルに与える影響と対応を考える

水野理介先生（岡山理科大学・獣医学科・薬理学教室）
人生100年時代、ペットの寿命も延びるのか：ペットフレイルを顕在化する

木村展之（岡山理科大学・獣医保健看護学科・実験動物管理講座）
動物に優しいバイオマーカーの確立に向けて

第46回日本基礎老化学会シンポジウム
～ヒトと動物がともに安心して老いることができる世界を目指して～

2025年10月25日 岡山理科大学・今治キャンパス（愛媛県今治市）

基礎老化研究 49（3）; 15－21, 2025
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会場までのアクセス

【空路】
羽田空港 → 松山空港 約90分
成田空港 → 松山空港 約110分
中部空港 → 松山空港 約70分
伊丹空港 → 松山空港 約50分
関西空港 → 松山空港 約55分
福岡空港 → 松山空港 約40分
鹿児島空港→ 松山空港 約55分
那覇空港 → 松山空港 約100分

【鉄道・高速バス】
●電車（特急を利用した場合の乗換を含む目安時間）
松山駅 → 今治駅 約40分
高松駅 → 今治駅 約110分
徳島駅 → 今治駅 約200分
高知駅 → 今治駅 約210分
岡山駅 → 今治駅 約130分

●高速バス(目安時間)
しまなみライナー 福山駅→今治駅 約85分

今治駅からは、せとうちバスまたはタクシー等を
ご利用ください。（約6分）

●松山道を利用し、四国各地から移動する場合
松山IC → 今治湯ノ浦IC経由 約45分(約
50km)
高松中央IC→ 今治湯ノ浦IC経由 約95分(約
135km)
徳島IC → 今治湯ノ浦IC経由 約140分(約
165km)
高知IC → 今治湯ノ浦IC経由 約100分(約
130km)

●西瀬戸自動車道(瀬戸内しまなみ海道)経由で
中国地方から移動する場合
岡山IC → 今治IC 約110分(約135km)
広島IC → 今治IC 約120分(約140km)

●瀬戸中央自動車道経由で中国地方から移動す
る場合
岡山IC → 今治湯ノ浦IC経由 約120分(約
170km)

【高速道路】
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第46回日本基礎老化学会シンポジウム・第36回いこいの丘市民公開講座
ジョイント企画の開催に当たって

今年度の日本基礎老化学会シンポジウムは、岡山理科大学獣医
学部が定期開催しております、いこいの丘市民公開講座とのジョ
イント企画として開催させていただきます。
人生百年時代と言われる時代になりましたが、イヌやネコなど
伴侶動物たちもまた⾧寿高齢化が進んでおり、各種老年性疾患や
フレイルへの対策が必要になっております。そこで今回は「ヒト
と動物がともに安心して老いることができる世界を目指して」と
題しまして、ヒト医学と獣医学の分野からフレイルに関する最新
の研究成果やトピックスを紹介していただきます。
まずはヒト医学の分野から、牟礼先生にフレイルのバイオマー
カーに関する最新の研究成果をご発表頂きます。そして吉野先生
には、うつや認知症のリスクとなる精神性フレイルについて、ご
講演を頂きます。続いて獣医学分野からは、伴侶動物のフレイル
研究に精力的に取り組まれている水野先生に、動物のフレイルに
関する最新トピックスをご紹介いただきます。そして最後は私が
最近取り組んでおります動物の老化そのものを反映するバイオ
マーカーの開発に向けた取り組みについてご紹介させていただき
ます。本シンポジウムが基礎老化学会員の皆様、そして今治市民
の皆様にとって実り多い機会となりますことを願っております。

世話人 木村展之
岡山理科大学獣医学部 獣医保健看護学科
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フレイルバイオマーカーの開発研究 

 

牟礼 佳苗 
和歌山県立医科大学 医学部 公衆衛生学講座 

 

超高齢化に突入して 15 年以上になる我が国では、要介護認定者数は 2000 年では 218 万
人だったのに比して 2024 年では 707 万人と 3.2 倍になっている。また 2024 年 1 月の厚生
労働省の報告では、寝たきりである要介護 5 の認定者数は全国計で 5.9 万人に達している。
2022 年度の国民生活基礎調査の結果では、介護が必要になった理由において「骨折・転倒」
「フレイル」「関節疾患」を合わせた 37.3％が運動器疾患によるものであった。健康寿命の
延伸、健康⾧寿社会の実現のためには、要介護の予防は重大な課題である。そのためには、
フレイルを含めた運動器疾患の早期発症を予知し、かつ予防へ応用できるバイオマーカー
の開発は重要である。 

我々は、細胞間の情報伝達を担い、様々な疾患の初期の段階を反映するとされる細胞外小
胞に主眼を置き、フレイルの状態を反映するバイオマーカーになり得るかについての検討
を続けている。これまで、細胞外小胞の網羅的解析により、健常に比してプレフレイルで減
少しているタンパク質は 74 種類、健常に比してプレフレイルで増加しているタンパク質は
39 種類、健常に比してフレイルで減少しているタンパク質は 123 種類、健常に比してフレ
イルで増加しているタンパク質は 24 種類、プレフレイルに比してフレイルで減少している
タンパク質は 54 種類、プレフレイルに比してフレイルで増加しているタンパク質は 51 種
類であった。 

これらのタンパク質のフレイルバイオマーカーとしての可能性について、ご紹介したい。 
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精神症状がフレイルに与える影響と対応を考える 

 
吉野 祐太 

愛媛大学附属病院 精神科 
 
フレイル（frailty）とは加齢に伴い心身の機能が低下している状態である。フレイルには、

「身体的要因」 「認知・精神的要因」「社会的要因」の 3 つが関与する。このうち、認知・精
神的要因には認知機能障害に加えて、抑うつ気分、不安、アパシー（無気力・無関心）とい
った精神症状が含まれる。これらの各要因は相互に関係し、例えば身体的要因であるサルコ
ペニアの存在や、社会的要因である孤立があると、うつ病の頻度が上昇する。フレイルに伴
う認知症や抑うつ気分などの精神症状は、フレイルの原因でもあり結果でもあると言える。 

フレイルを有するとアルツハイマー病など認知症を来たす疾患の発症リスクがあがるこ
とが報告されている。また、認知症の状態になると行動・心理症状（BPSD）として精神症
状が出現する。我々精神科医は、認知症を来たす疾患の診断・治療に関わることはもちろん
であるが、認知症の患者さんの生活に寄り添った診療を行う。認知機能障害に加えて、精神
症状も生活に影響を与えることから、常に精神症状を評価しながら認知症診療に携わってい
る。 

以上のことから、精神症状は認知症を来たす疾患発症のリスクを上昇させること、また発
症後の生活に影響を与えることから、認知機能障害に加えて常に評価しながら介護を含めた
生活の仕方を考えていく必要がある。その中で、精神症状がフレイルという状態にどのよう
に影響を与えているか、日常生活でどのような点に注意する必要があるかを含め発表する。 
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人生 100 年時代、ペットの寿命も延びるのか：ペットフレイルを顕在化する 

 
水野 理介 

岡山理科大学 獣医学部 獣医学科 薬理学 
 

「人生 100 年時代」とは、ロンドンビジネススクール教授のリンダ・グラットン氏が⾧
寿時代の生き方を説いた著書「LIFE SHIFT」で提言した言葉である。グラットン氏は、寿
命が延びて 100 歳を超えるようになれば、これまでの 80 歳程度のライフコースを見直す必
要があると語っている。本邦（2023 年）の平均寿命は男性 81.09 年・女性 87.14 年、また
75 歳の平均余命は男性 12.13 年・女性 15.74 年であり、日本は、超高齢社会のフロントラ
ンナーである。⾧寿は、誠に慶ばれることであり毎年多くの百歳の方が内閣総理大臣からお
祝い状と記念品を贈呈されている（2024 年 47,888 人）。しかしながら、この過程において、
平均寿命と健康寿命との差の存在がウェルビーイングライフコースに影を落としている。  

そこで、この差を短縮させるために、医学界はフレイルに着目し医療従事者一丸となり、
その対策を行なっている。一方、最近ペットとの共生は、人に対して有意義な効果を及ぼし
フレイル予防やそれに伴う医療費の削減に貢献することが報告された。2023 年日本におけ
るペット（イヌ・ネコ）は約 1600 万頭であり、子供の数 1400 万人を超えている。注目す
べきは、ここ 30 年間でペットの平均寿命も約 14 歳と延伸し、高齢個体の割合（高齢化率）
は、イヌ 56%・ネコ 47%とヒト 29%よりも急速に高齢化が進行している（日本ペットフー
ド協会）。ペットも加齢に伴い様々な疾患を発症し、人の認知症に似た認知機能不全症候群
（CDS: Cognitive Dysfunction Syndrome）を呈する個体も散見されるようになってきた。
残念ながら現在 CDS に対する有効な治療方法は確立されておらず、看護・介護による延命
が唯一の拠り所となっている。このことは、ペット自身のみならず飼い主の身体的・精神的
負担を強いることとなり、獣医療において深刻な問題となっている。そこで、我々はペット
にもフレイルは存在し、積極的なペットフレイルへの治療介入は、ペットの健康寿命の延伸
を可能とすると仮説を立て様々なトライアルを実施してきている。今回は、既存の薬物によ
るペットフレイルの治療例を紹介し、人とペットとの共生はウェルビーイング社会の維持
に貢献できることを提案したい。 
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動物に優しいバイオマーカーの確立に向けて 

 
木村 展之 

岡山理科大学 獣医学部 獣医保健看護学科 
 
近年の飛躍的な獣医学と動物栄養学の発展に伴い、伴侶動物であるイヌやネコの寿命は

大幅に延伸している。このため、ヒトと同様にイヌやネコもまた認知症をはじめとする各種
老年性疾患と向き合うことになった。現在、ヒト医学領域ではがんや認知症といった疾患の
他、フレイルに対するバイオマーカーの開発も盛んに行われている。バイオマーカーは疾患
の有無のみならず治療効果の指標ともなるため、新規薬剤の薬効評価を行う上でも大きな
利点となる。しかしながら、イヌやネコを対象とする老年性疾患のバイオマーカーはいまだ
整備されておらず、今後の大きな課題となっている。また、老年性疾患の最大リスク因子は
老化であるため、老化そのもののバイオマーカーを確立することは老年性疾患の発症予防
にもつながる可能性が高いと考えられる。 

演者はこれまで、カニクイザルというヒトに近縁な霊⾧類を用いてアルツハイマー病の
発症につながる脳の老化メカニズムを検索してきた。その結果、脳内では老化に伴いメンブ
レントラフィックと呼ばれる膜輸送系が破綻することで、エンドソームや細胞外微小胞に
おける膜蛋白質の局在が著しく変化することを発見した。このことから、生体膜の質的変化
が老化のバイオマーカーとなるのではないかと仮説を立て、カニクイザルの血漿から回収
した細胞外微小胞を用いて解析を続けている。一方、ヒトに比べてイヌやネコの血管は細く、
採血時の保定も動物にストレスを与える可能性がある。このため、老齢の伴侶動物には侵襲
を伴わない方法で老化を評価できるバイオマーカーを開発する必要がある。そこで今回の
シンポジウムでは、現在進めている動物に優しいバイオマーカーの開発に向けた研究成果の
一端を紹介したい。 
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第第 4488 回回日日本本基基礎礎老老化化学学会会大大会会のの開開催催レレポポーートト  

  

堀田 晴美 

東京都健康長寿医療センター研究所 老化脳神経科学研究チーム 

研究部長 チームリーダー 

 

令和 7 年 6 月 27 日～29 日の 3 日間、千葉の幕張メ

ッセで行われた第 34 回日本老年学会総会は、盛会のう

ちに終了しました。本総会は７つの構成学会からなり、全

体で 7500 名を超える参加があったとのことです。「寿命」

や「音楽療法」など 12 の合同シンポジウムがあり、そのう

ち５つで基礎老化学会の先生がシンポジストとして講演

されました。鳥羽研二会長の講演「ウィズエイジング 何

歳になっても光り輝く」や文化功労者の滝久雄さんの「ペ

ア碁」についての特別講演など、日本の超高齢社会に

おける問題とその解決に向けた講演が満載でした。ま

た、研究者としての野口五郎さんらの音楽と健康の講演

など、研究と社会とのつながりを改めて感じました。 

基礎老化学会の参加人数は 180 名で、お陰様で目

標を達成しました。その上、学会の枠を超えて、他の

様々な構成学会の参加者も多数会場にいらして熱心に

聴講・討論に加わってくださいました。特別講演、シンポ

ジウムだけでなく、一般口演やポスター発表において

も、他学会参加者と専門分野を超えた交流が活発に行

われ、合同大会ならではの貴重な出会いの場となったこ

とを実感しました。基礎老化学会の講演は、１つの会場

で行いました。名誉会員として本学会に多大な貢献をさ

れました鈴木孯之先生（2025 年 2 月ご逝去）と遠藤玉

夫先生（2024 年 10 月ご逝去）に黙祷を捧げてから開始

しました。お二人の後継者が現在、本学会で活躍され、

それぞれ「ミトコンドリア」と「糖鎖」のシンポジウムで講演

され、本大会のテーマ「未来へつなぐ基礎老化研究」を

体現してくださいました。そのほか、「データサイエン

ス」、「恒常性維持システム」と、ホットな 4 つのテーマを

シンポジウムに取り上げました。特別講演としては、中西

真先生に今話題の「老化細胞除去」について、最先端

の研究をお話しいただきました。当学会主催の合同シン

ポジウムは「感覚機能のエイジングとその制御－きいて・

さわって・かいで老化を防ぐー」と題し、痛みを含めた感

覚のもつ広い意味について議論しました。会員による一

般演題 51 題は、発表者の希望に沿って、口頭あるいは

ポスター発表としました。盛りだくさんのプログラムでした

が、皆様に時間厳守にご協力いただき、予定通り進行で

きました。一般演題 51 題の中から、老年学会合同企画

優秀ポスター5 題、日本基礎老化学会奨励賞 3 題、及

び学生優秀発表賞 3 題を選出しました。 

情報交換会（名誉会員推戴式）：会場の目の前にある

ホテルの 49 階のレストランで情報交換会を会費を抑え

て開催し、104 名の皆様にご参加いただきました。梅雨

時なので天気が心配でしたが、幸運なことに梅雨の晴れ

間に恵まれ、東京湾の素晴らしい夜景をバックに和やか

な雰囲気で行われました。本会では、3 回も大会を主催

していただいた丸山光夫先生が名誉会員として推戴さ

第 48 回日本基礎老化学会大会の開催レポート 

 

堀田 晴美 

東京都健康長寿医療センター研究所 老化脳神経科学研究チーム 

研究部長 チームリーダー 

 

令和 7 年 6 月 27 日～29 日の 3 日間、千葉の幕張メ

ッセで行われた第 34 回日本老年学会総会は、盛会のう

ちに終了しました。本総会は７つの構成学会からなり、全
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基礎老化学会の参加人数は 180 名で、お陰様で目
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われ、合同大会ならではの貴重な出会いの場となったこ

とを実感しました。基礎老化学会の講演は、１つの会場

で行いました。名誉会員として本学会に多大な貢献をさ
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夫先生（2024 年 10 月ご逝去）に黙祷を捧げてから開始

しました。お二人の後継者が現在、本学会で活躍され、

それぞれ「ミトコンドリア」と「糖鎖」のシンポジウムで講演

され、本大会のテーマ「未来へつなぐ基礎老化研究」を

体現してくださいました。そのほか、「データサイエン

ス」、「恒常性維持システム」と、ホットな 4 つのテーマを

シンポジウムに取り上げました。特別講演としては、中西

真先生に今話題の「老化細胞除去」について、最先端

の研究をお話しいただきました。当学会主催の合同シン

ポジウムは「感覚機能のエイジングとその制御－きいて・

さわって・かいで老化を防ぐー」と題し、痛みを含めた感

覚のもつ広い意味について議論しました。会員による一

般演題 51 題は、発表者の希望に沿って、口頭あるいは

ポスター発表としました。盛りだくさんのプログラムでした

が、皆様に時間厳守にご協力いただき、予定通り進行で

きました。一般演題 51 題の中から、老年学会合同企画

優秀ポスター5 題、日本基礎老化学会奨励賞 3 題、及

び学生優秀発表賞 3 題を選出しました。 

情報交換会（名誉会員推戴式）：会場の目の前にある

ホテルの 49 階のレストランで情報交換会を会費を抑え

て開催し、104 名の皆様にご参加いただきました。梅雨

時なので天気が心配でしたが、幸運なことに梅雨の晴れ

間に恵まれ、東京湾の素晴らしい夜景をバックに和やか

な雰囲気で行われました。本会では、3 回も大会を主催

していただいた丸山光夫先生が名誉会員として推戴さ

【大会報告】
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れました。さらに、杉本昌隆新理事長、町田修一次期大

会長に加え、ご参加いただいた名誉会員（石井直明、後

藤佐多良、新海 正、樋口京一、丸山直記、森 望）と招

待講演者（加藤総夫、山本希美子、青井 渉、竹谷皓規）

の先生方より貴重なご挨拶をいただきました。 

―――――――――――――――――― 

今回の試みと、反省点：今後の参考のため、列記します。 

1） 抄録集（基礎老化研究 49 巻 2 号）について 

• 大会の最大の意義は最新の研究を一般演題で発

表することと考え、一般演題を重視した。一般演題

の抄録掲載を、従来の 1 ページに４題から２題とし

見やすくした。しかし、抄録の登録時にフォントを指

定すれば、もっと見やすくできた。 

• 抄録集を事前（3 週間前）に会員に郵送し、学生会

員と非会員には当日受付で配布とした。抄録集完

成とともに PDF 版を会員 web ページにあげるべき

だった。 

2） 優秀演題について 

• 学生賞（学生のみ）と奨励賞（学生以外）を区別し、

奨励賞の対象者を 45 歳以下の正会員とした（理事

会で承認済）。審査員（理事・評議員、運営組織委

員、プログラム委員）に電子投票（Google フォーム）

で選出いただいた（紙投票は 39 名中 2 名のみ）。 

• 合同ポスターに選ばれた優秀演題を会員に紹介

するため、short talk セッションを設けた。 

3） ランチョンセミナーについて 

昼のシンポジウムの際に事務局で弁当を用意し、事

前申し込み者と当日参加者に配布した。 

4） 幕間スライドについて 

幕間スライドで次期大会・シンポジウムの情報を流し

たが、協賛企業の製品や会員の著書宣伝等にもっ

と活用すべきだったかもしれない。 

―――――――――――――――――――――― 

大会の直前まで韓国の Songdo International City で

Korea-Japan Joint Symposium があり、杉本理事長はじめ

参加者の皆様は過密なスケジュールだったと思います。

振り返れば 13 年前の 2012 年に初めて日本基礎老化学

会代表として韓国にご一緒させていただいた時の皆様

のほとんどが、本大会に参加してくださっていて、嬉しか

ったです。 

本大会の開催にあたって、11 名の組織運営委員、17

名のプログラム委員の皆様に、大会運営とプログラム作

成にご尽力いただきました。特に、三浦ゆり運営委員長

が、きめ細やかな運営を実行してくださいました。プログ

ラムは、渡辺信博プログラム委員長と若手の委員の皆様

が、本当に興味深いプログラムを考えてくださいました。

合同シンポジウムは、内田さえ先生の企画をもとに、老

年学会実行委員会にて鳥羽会長が魅力的なタイトルを

付けてくださいました。学会本部にも HP の作成や X 配

信などにご協力いただきました。また受付、タイムキーパ

ー、お弁当配布などを、東京都健康長寿医療センター

研究所の若手の皆様に分担いただきました。皆様のお

かげで、楽しい有意義な大会となりましたこと、心より感

謝いたします。今後も基礎老化研究を「未来へつないで」

下さいますよう、どうぞよろしくお願いいたします。  
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　 本 書 は、2019 年 に 英 国 で 出 版 さ れ た「Borrowed 
Time：The Science of How and Why We Age」（Sue 
Armstrong著、Bloomsbury Publishing, London）の翻
訳本である。著者の Sue Armstrong は、英国で科学
や健康を専門とするライター兼ブロードキャスターで、
これまでの著書には、同 Bloomsbury Sigma シリーズ

「p53：The Gene that Cracked the Cancer Code」など
がある。
　私と原書との出会いは、2019 年に米国 Science 誌に
掲載されていた書評（Brian K. Kennedy, In search of 
an aging antidote, Science 363：822, 2019）である。近
年流行の抗老化対策について書かれているのかと原書の
内容が気になって、早速アマゾンジャパンで取り寄せて
みた（便利な世の中になったと思う）。原書はペーパー
バック（日本でいうところの文庫本）で、軽くて持ち運
びには便利であるが、科学の解説書によくある図表の類
が一切ない。辞書を引きながら読み進めてみると、これ
は一般の読者向けに平易な表現で書かれた「老化」のメ
カニズムやその対策の科学的な裏づけを簡単に紹介した
本だということが判ってきた。専門書と違って多少物語
的に語られているのが却って一般の読者にも親しみやす
い内容になっているのではないかと思われた。海外で「人
はなぜ、どのようにして老いるのか」という疑問に対し
て最も新しい知見を紹介する文庫本レベルの本を手に取
る人がいると思うと、ぜひその内容を日本にも紹介した
くなった。もちろん、日本でも「老化」のメカニズムに
ついて解説した学生や一般の読者向けの科学の入門書
は、これまでにも多く出版されている。翻訳作業にあたっ
ては、今年お亡くなりになった本学会名誉会員の鈴木孯
之先生が書かれた「老化の原点をさぐる」（裳華房ポピュ
ラーサイエンス・シリーズ、1988 年）や講談社ブルーバッ
クス・シリーズなど多くの書籍も今回改めて参考にさせ
ていただいた。本書は、それらに加えてさらに新しい情
報が追加されたものといってもよい。

　科学の発展は日進月歩で、原書も 2019 年発行以前の
研究者に対するインタビュー記事や論文内容の紹介が中
心になっているため、その内容もいつか最新でなくなる
ときが来るかも知れない。しかしながら、「老化」のメ
カニズムに関する多くの学説が生まれるに至った過程や
歴史については、今後も変わることがない。原書ではそ
のすべてを紹介している訳ではないが、「人はなぜ、ど
のように老いるのか」という疑問に対するさまざまな答
えのうちいくつかに焦点をあてている。また、その疑
問に対して奮闘する研究者の姿も同時に描かれている。
Weismann によって提唱された老化の「擦り切れ説」に
始まり、Harman による「フリーラジカル説」、細胞分
裂におけるヘイフリック限界の発見やその後テロメア構
造の発見による細胞老化のしくみ、さらに最近明らかに
なってきた細胞老化が個体の老化に結びつくことを示す
セノリティクス、ショウジョウバエや線虫やマウスなど
モデル生物の解析で明らかになった寿命遺伝子の存在、
カロリー制限による寿命延長効果、近年また論文数が増
えているというパラバイオーシス、ヒトの早老症、アル
ツハイマー病の解析から判ってきた環境や人種による違
い、エピジェネティクスの影響、ラパマイシンやメトホ
ルミンなど抗老化薬など、本書の内容は非常に幅広い。
そして、老化現象というのはこのように複雑ですべてが
解明されている訳ではないが、これからも新しい発見や
成果があることを期待させる。一般の読者だけでなく専
門分野の研究者である先生方にも興味深く読んでいただ
けるのではないかと思っている。
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